
  

【作
者
】広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七
～
一
八
六
三
年
）
（
文
化
四
年
～
文
久
三
年
）
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
。
豊
後(

ぶ
ん
ご)(

大
分
県)

日
田
出
身
。
名
は
謙
。
字(

あ
ざ
な)

は
吉
甫
。
通
称
は
謙
吉
。
別

号
に
梅
墩(

ば
い
と
ん)

。
広
瀬
淡
窓
の
弟
。
亀
井
昭
陽,

菅
茶
山(

か
ん-
ち
ゃ
ざ
ん)

ら
に
ま
な
ぶ
。
兄
の
私
塾
咸
宜(

か
ん
ぎ)

園
を
運
営
し
た
の
ち
各
地
を
歴
遊
。
文
久
元
年
帰
郷
し
て
雪
来

館
を
創
立
す
る
が,

翌
年
摂
津
池
田(

大
阪
府)

に
移
住
し
た
。
漢
詩
人
と
し
て
も
著
名
。
文
久
三
年
八
月
十
七
日
死
去
。
五
十
七
歳
。
著
作
に
「
梅
墩
詩
鈔
」
「
追
思
録
」
な
ど
。 

【語
釈
】＊
筆
庵…

こ
の
時
の
訪
問
先
。
第
二
句
に
あ
る
「
君
家
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。 

＊
菘
圃…

菘
（
と
う
な
）
は
唐
菜
、
冬
菜
、
ま
た
イ
ン
ゲ
ン
ナ
と
も
呼
ば
れ
る
野
菜
。  

 

＊
葱
畦…

葱
（ね
ぎ
）
の
畦
（
う
ね
）
、
ネ
ギ
畑 

 
 

＊
取
路
斜…

斜
め
に
辿
る
路
。  
＊
晩
来…

夕
暮
れ
時
。 

【通
釈
】春
雨
の
降
る
日
に
、
筆
庵
と
い
う
友
人
の
家
を
訪
ね
た
折
の
作
品
だ
。 

菜
の
花
が
咲
き
、
ネ
ギ
が
植
わ
っ
た
畑
の
あ
ぜ
道
。
そ
の
中
を
横
切
っ
て
歩
い
て
行
く
と
、
桃
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
筆
庵
の
家
だ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

菜
の

花
の
黄
色
と
、
ネ
ギ
の
緑
、
そ
し
て
ピ
ン
ク
の
桃
の
花
。
そ
の
全
体
に
薄
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
け
る
よ
う
に
、
春
雨
が
白
く
け
ぶ
る
。
こ
の
風
景
に
、
和
傘
を
さ
し
、
高
下
駄
を
履
い
て
歩
い
て
い
る

漢
詩
人
を
置
い
て
み
る
と
、
な
ん
と
も
風
流
な
一
幅
の
絵
に
な
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
春
景
色
を
踏
ま
え
た
上
で
、
後
半
の
２
句
は
、
作
者
と
相
手
と
の
問
答
に
な
る
。
「
今
夜
は
、
だ
れ

か
門
を
た
た
い
て
や
っ
て
来
る
人
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

「
雨
と
、
詩
人
さ
ん
と
、
散
り
ゆ
く
花
だ
け
で
す
よ
」 

 
 
  

  

ほ
か
に
は
お
客
さ
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
、
な
ど
と
あ
ら
わ
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
野
暮
に
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
尋
ね
て
き
て
く
れ
た
相
手
を
「
詩
人
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
は
「
雨
」
と
「
落
花
」
に
挟
ん

で
並
べ
る
な
ん
て
、
心
憎
い
ば
か
り
だ
。
雨
と
花
と
の
情
趣
を
解
す
る
友
人
同
士
が
、
２
人
だ
け
で
過
ご
す
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
春
の
宵
。
江
戸
漢
詩
の
風
雅
な
世
界
で
あ
る
。 


